
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

自助・共助の 

防災意識を高める防災教育 



 

 

地震発生時の対応 
１ 児童在校時の対応（津波に関しては津波被害を想定される学校のみ。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〇状況判断 

 

 

  

 

 

 

 

※津波による避難

の場合も同じ。 

・校庭整列指示 

・児童人員確認 

・安否確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者引渡し準備 

 

 

 

・保護者引き渡し 

  

 

☆揺れている時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆避難する時 

 

 

 

 

 

☆校庭で 

 ・整列、人数確認、安否確認 

☆各班の活動 

 【別紙災害対策本部業務一覧】 

☆二次避難の時 

（津波が想定される場合） 

 ・校舎３階以上へ避難誘導 

☆下校の時 

 ・体育館へ移動 

・保護者引き渡し準備 

 ・引き渡すまでは学校で保護 

大地震発生 

職 員 児 童 

児童の安全確保 

○危険の回避 
・教室では・・・ 
「机の下にもぐりなさい！」 

・廊下では・・・ 
 「真中へ寄って、しゃがんで、 

頭をかくしなさい！」 
・校庭では・・・ 
 「真中へ集まりなさい！」  
 「しゃがみなさい！」 
○不安の緩和 
・「大丈夫、落ち着いて」 
○出口の確保 

避難決定 

○避難の指示 
・「校庭へ避難します。」 
「防災頭巾用意！」「整列！」 
「避難開始！」 

一次避難（校庭へ） 

安全確認 

二次避難 
 

保護者連絡 
（メール等） 

保護者 
引き渡し 

下校 津波 

学校災害対策 

本部の設置 

避難誘導開始 

救護係 

避難誘導開始 

保護者係 

避難所支援係 

応急復旧係 

検索救助係 

搬出係 

帰宅困難児童

生徒対応係 

安否確認・避難誘導係 

地震発生時の流れ 

消火係 



 

２ 児童登下校時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○状況判断 

 

 

 

  

 

 

 

 

【校内】 

・校庭整列指示 

・児童人員確認 

・安否確認 

 

 

 

【校外】 

・各通学路に分かれ児

童の保護誘導。 

 

 

 

 

 

 

・保護者引渡し準備 

 

 

・保護者引き渡し 

 

 

 

  

 

 

 

★揺れている時 

 ・安全な場所でしゃがむ 

・頭部の保護 

 

★揺れが収まった時 

  

 

・高学年は、近くの児童を集め、

安全な場所（津波の時は高台）

で待機 

 ・安全な場所がないときには、な

るべく通学路上から移動しない 

 ・職員が来るのを待つ 

 

 

 ・保護者の迎えがあれば自宅へ 

 ・職員の迎えがあれば学校へ 

 

 

 

職  員 登下校中の児童 

自宅が遠い場合 

自宅が近い場合 

児童の安全確保 

校内の児童

避難誘導 

安全確認 

校外の児童

保護誘導 

学校へ引率 

保護者連絡 
（メール） 

保護者 
引き渡し 

大地震発生 

地震発生時の流れ 

避難誘導開始 

救護係 

避難誘導開始 

保護者連絡係 

避難所支援係 

応急復旧係 

検索救助係 

搬出係 

帰宅困難児童生徒

対応係 

安否確認・避難誘導係 

消火係 

学校災害対策 

本部の設置 



 

３ 校外学習時の対応 

 現場学習、一宮宿泊学習、修学旅行等の校外学習時に大地震が発生した場合を想定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○引率責任者と連

絡 

○現地の情報収集 

 ・帰校有無の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安否確認 

 

○連絡 

・旅行会社 

 

 

○保護者対応 

・安否報告 

 

 

○状況報告（随時） 

・帰校予定時刻把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

☆揺れている時 

○危険の回避 

 「頭を守りなさい」 

 「その場にしゃがみ 

なさい」 

○不安の緩和 

 「大丈夫、 

落ち着いて」 

 

☆揺れが収まった時 

  

 

 

 

 

☆避難後 

○安否確認 

○怪我人は現地の医

療機関へ 

○学校と連絡をとる。 

・現地の状況を伝え、 

帰校させるかどう

かを決定。 

・帰校できない場合

は現地で保護、待

機。 

★災害伝言掲示板を

活用する。 

  

 

 

 

 

★揺れている時 

・自ら身を守る行動 

 

 

 

 

 

 

 

・先生の指示に従う 

 

 

 

 

・グループ活動中で 

児童だけで避難行 

動をする時 

 

 

在校教職員 

大地震発生 

引率教職員 児  童 

学校災害対策本

児童の 
  安全確保 

・現地施設等の災害時マニュアルに沿っ 
て行動 

・施設等の係員の指示に従って避難 
避難決定 

・まとまって行 
動する。 

・周囲の大人に

助けを求め

る。 
・引率職員に連 
絡をとる。 

一次避難 
（事前に定められている場所） 

安全確認 

二次避難 
（避難所へ） 

帰 校 

保護者引き渡し 
・学校と連絡を

密にとる。 



 

 ４ 夜間・休日時の対応 

対応イメージ図 

 学校対策本部 教職員 市職員・地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・被害状況等把握 

・関係機関との連絡 

・情報収集 

・対策会議 

・教職員指示 

 

 

 

 

・あらかじめ定められ

た方法で安否確認を行

う。（Ｐ９．（１）を参照） 

 

 

  

 

 

 

 

 

・休業等の措置決定 

・保護者へ緊急連絡 

・関係機関との連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※市役所参集職員

と連携しながら、安

全確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

学区や通学路の被 

害状況確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生 

学校参集 

学校参集 対応開始 学校災害 

対策本部設置 

避難所設置 

児童・ 

職員の 

安否確認 

避難所 

運営協力 

保護者対応開始 

校長・教頭・教務 

学校参集 

被害状況

報告 

避難所運営への協力 

自治会長等・市

職員 参集 

学校解錠 
 

地 

域 

住 

民 

・ 

児 

童 

避 

難 

安否確認・避難誘導係 

応急復旧係 

避難所支援係 

消火係 


